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「
地
下
鉄
乗
務
員
の
仕
業
表
の
変
更
に

つ
い
て
」 

【
当
局
】 

西
神
・
山
手
線
の
ワ
ン
マ

ン
運
転
化
、
及
び
令
和
７
年
10
月
22
日

の
対
局
交
渉
で
確
認
し
た
西
神
・
山
手

線
、
北
神
線
の
乗
務
付
帯
時
分
の
変
更

に
伴
う
地
下
鉄
乗
務
員
の
仕
業
表
の
変

更
に
つ
い
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

西
神
・
山
手
線
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
化

に
伴
い
、
車
掌
の
仕
業
を
廃
止
す
る
。 

 

な
お
、
運
転
士
（
西
神
・
山
手
線
、

北
神
線
）
の
仕
業
に
つ
い
て
は
、
仕
業

数
（
緊
急
、
半
休
仕
業
及
び
仕
業
予
備

を
除
く
。
以
下
、
時
間
外
勤
務
時
間
、

平
均
乗
務
距
離
に
つ
い
て
は
同
じ
）
・

平
均
乗
務
距
離
の
変
更
は
な
い
が
、
乗

務
付
帯
時
分
の
変
更
に
伴
い
、
時
間
外

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
平
日
は
、
合

計
２
７
４
分
（
平
均
５
・
０
分
）
か
ら

合
計
１
４
４
分
（
平
均
２
・
６
分
）
と

し
、
土
休
日
は
、
合
計
１
６
２
分
（
平

均
３
・
２
分
）
か
ら
合
計
５
１
分
（
平

均
１
・
０
分
）
と
す
る
。 

 

実
施
時
期
は
、
西
神
・
山
手
線
の
ワ

ン
マ
ン
運
転
化
に
あ
わ
せ
て
、
令
和
８

年
１
月
５
日
（
月
）
と
す
る
。 

【
組
合
】 

平
均
乗
務
距
離
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
ツ
ー
マ
ン
で
行
っ
て
き

た
業
務
を
ワ
ン
マ
ン
で
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
運
転
士
の
業
務
負
荷
を
考
え
る

と
乗
務
距
離
を
減
ら
す
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

【
当
局
】 

西
神
・
山
手
線
の
ワ
ン
マ

ン
運
転
化
に
向
け
て
は
、
省
令
及
び
通

達
で
定
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ン
マ
ン
運
転

を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
に
加
え

て
、
当
初
か
ら
導
入
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｏ

運
転
、
自
動
放
送
、
非
常
発
報
装
置
の

ほ
か
、
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の
設
置
、
全

駅
の
ホ
ー
ム
モ
ニ
タ
ー
設
置
、
扉
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置
お
よ
び
車
上
機
器
故

障
時
の
運
転
指
令
区
放
送
な
ど
、
運
転

士
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
設
備
投
資

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
一
定
の
負
担
軽

減
が
出
来
て
い
る
た
め
、
現
状
の
乗
務

距
離
の
ま
ま
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
は
可

能
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
令
和
７
年
３
月
に
実
施
し
た

ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
伴

う
停
車
時
間
も
考
慮
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。 

【
組
合
】 

ワ
ン
マ
ン
運
転
化
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
妥
結
し
た
内
容
に
つ
い

て
も
移
行
後
に
問
題
が
発
生
し
た
場
合

は
、
早
急
に
再
交
渉
す
る
よ
う
申
し
入

れ
る
。 

【
当
局
】 

交
渉
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
つ
い
て
は
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す

る
。 

【
組
合
】 

持
ち
帰
り
協
議
す
る
。 

 

「
地
下
鉄
隔
勤
勤
務
者
の
勤
務
時
間
の

変
更
に
つ
い
て
」 

【
当
局
】 

令
和
７
年
10
月
22
日
の
対

局
交
渉
で
確
認
し
た
西
神
・
山
手
線
の

乗
務
付
帯
時
分
の
変
更
に
伴
う
地
下
鉄

隔
勤
勤
務
者
の
勤
務
時
間
の
変
更
に
つ

い
て
、
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

各
職
場
の
勤
務
時
間
の
詳
細
は
提
案

資
料
を
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。 

 
実
施
時
期
は
、
西
神
・
山
手
線
の
ワ

ン
マ
ン
運
転
化
に
あ
わ
せ
て
、
令
和
８

年
１
月
５
日
（
月
）
と
す
る
。 

【
組
合
】 
持
ち
帰
り
協
議
す
る
。 

対局交渉（12/4） 

 

２
０
２
５
年
12
月
４
日
の
11
時
よ
り
、
対
局
交
渉
を
行
い
、
当
局
よ
り
、

「
地
下
鉄
乗
務
員
の
仕
業
表
の
変
更
に
つ
い
て
」
並
び
に
「
地
下
鉄
隔
勤
勤
務

者
の
勤
務
時
間
の
変
更
に
つ
い
て
」
の
提
案
が
あ
り
、
組
合
は
、
持
ち
帰
り
協

議
す
る
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12
月
11
日
の
第
20
回
執
行
委
員
会
に
お
い

て
、
提
案
内
容
に
つ
い
て
協
議
・
確
認
し
ま
し
た
。 

 

地
下
鉄
三
宮
駅
周
辺
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施 

 

２
０
２
５
年
11
月
21
日
の

18
時
よ
り
、
地
下
鉄
三
宮
駅
周

辺
に
お
い
て
、
自
治
労
兵
庫
県

本
部
都
市
交
評
主
催
の
「
く
ら

し
を
さ
さ
え
る
地
域
公
共
交
通

確
立
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
５

秋
」
の
街
頭
行
動
（
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
布
）
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
兵
庫
県
本
部
、
神

戸
交
通
、
伊
丹
交
通
か
ら
18
名

の
組
合
員
が
参
加
し
、
自
治
労

兵
庫
県
本
部
都
市
公
共
交
通
評

議
会
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
白
い

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
し
て
、
仕

事
帰
り
の
利
用
者
に
公
共
交
通

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

短
時
間
の
取
り
組
み
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
公
共
交
通
の
役
割
を

市
民
に
直
接
伝
え
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
公

共
交
通
の
維
持
・
確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま

す
。 
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年末年始の各種業務について 

12月27日（土）から1月5日（日） 

の年末年始期間は本部組合会館の閉

館及び自治労共済事業についてはお

休みとなります！ 

期間中は各支部担当者までご連絡い

ただきますようお願いいたします。 

バスターミナル周辺で呼びかけを行う様子 



 
定
期
大
会
は
中
島
副
議
長

（
交
通
労
連
）
の
司
会
進
行
で

開
会
し
、
議
長
に
本
田
弘
和
氏

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
を
選
出
し
ま
し

た
。
資
格
審
査
委
員
会
か
ら

は
、
規
約
に
基
づ
く
招
集
手
続

き
の
適
正
お
よ
び
出
席
状
況

（
定
数

30

名
中

27

名
出
席
、

委
任
３
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２

名
）
が
報
告
さ
れ
、
大
会
の
成

立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
河
合
議

長
（
運
輸
労
連
）
よ
り
、
戦
後

80

年
・
震
災

30

年
な
ど
節
目

の
年
を
踏
ま
え
つ
つ
、
猛
暑
や

自
然
災
害
、
燃
料
費
・
物
価
上

昇
の
影
響
、
そ
し
て
交
通
運
輸

産
業
の
現
場
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
の
重
要
性
な
ど
に
ふ
れ
た

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

来
賓
挨
拶
で
は
、
近
畿
地
方

交
運
労
協
の
西
村
事
務
局
長
よ

り
、
タ
イ
ヤ
脱
落
事
故
防
止
な

ど
安
全
対
策
の
徹
底
、
物
流
・

運
賃
制
度
の
課
題
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
め
ぐ
る
政
治
動
向
へ

の
警
戒
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ら

れ
、
あ
わ
せ
て
、
改
正
下
請
け

法
や
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
関
連
法

な
ど
、
現
場
の
処
遇
改
善
に
つ

な
げ
る
「
実
効
性
あ
る
運
用
」

を
求
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
加
地
神
戸
市
会
議
員
よ

り
、
交
通
運
輸
が
『
な
く
て
は

な
ら
な
い
仕
事
（
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
）
』
で
あ
る
こ
と
を
行

政
が
よ
り
明
確
に
位
置
付
け
、

現
場
を
支
え
る
政
策
を
進
め
る

べ
き
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

議
事
で
は
、
２
０
２
５
年
度

の
活
動
経
過
報
告
・
会
計
決
算

報
告
・
会
計
監
査
報
告
が
一
括

提
案
さ
れ
、
質
疑
の
後
、
す
べ

て
の
報
告
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
第
１
号
議
案
「
２

０

２

６

年

度

活

動

方

針

（
案
）
」
が
提
案
さ
れ
、
①
物

流
・
地
域
公
共
交
通
を
支
え
る

制
度
と
財
源
の
確
立
、
②
人
材

確
保
・
定
着
へ
賃
金
な
ど
労
働

条
件
改
善
の
推
進
、
③
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
実

効
性
強
化
、
④
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
安
易
な
拡
大
に
歯
止
め
を
か

け
、
公
共
交
通
の
持
続
可
能
性

と
安
全
を
守
る
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
質
疑
の

後
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
第
２
号
議
案
「
但
馬
地
域

協
議
会
の
廃
止
」
（
２
０
２
６

年
３
月
の
解
散
大
会
を
も
っ
て

廃
止
）
と
、
第
３
号
議
案
「
２

０
２
６
年
度
予
算
」
が
そ
れ
ぞ

れ
提
案
さ
れ
、
質
疑
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
大

会
宣
言
の
採
択
を
行
っ
た
後
、

２
０
２
６
年
度
の
役
員
・
幹
事

を
選
出
し
、
河
合
議
長
の
発
声

に
よ
る
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

兵庫県交通運輸産業労働組合協議会 第33回定期大会 

 

２
０
２
５
年
12
月
４
日
の
15
時
30
分
よ
り
、
い
こ
い
の
村
は
り

ま
の
会
議
室
に
お
い
て
、
兵
庫
県
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会

第
33
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
人
手
不
足
、
物
価
高
、
燃
料

費
高
騰
、
地
域
交
通
の
維
持
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
の
課
題
解
決
に
む

け
て
、
２
０
２
６
年
度
の
活
動
方
針
並
び
に
会
計
予
算
を
確
認
し
、

組
織
の
総
力
で
雇
用
と
権
利
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。  
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組合員資格の公示 

 組合員資格を取得及び喪失を確

認された方々について、神戸交通

労働組合規約施行規則第10条(加

入)、並びに第11条(脱退)に基づき

公示します。   （敬称略） 

２
０
２
５
年
度 

 

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催 

 
 

 

２
０

２
５
年

12

月

15

日

（
月
）
の
８
時

30

分
に
集
合

し
、
大
神
戸
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

お
い
て
、
組
合
主
催
の
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
支
部
間
の
交
流
と
親

睦
を
目
的
に
実
施
し
て
き
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時

中
断
し
て
い
た
た
め
、
６
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
組
合
本
部
、
石
屋
川

支
部
、
中
央
支
部
、
高
速
乗
務

支
部
、
高
速
駅
務
支
部
、
高
速

技
術
支
部
か
ら
22
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

競
技
は
、
各
支
部
２
名
を
基

本
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
、

普
段
な
か
な
か
接
点
の
少
な
い

組
合
員
同
士
が
自
然
に
交
流
で

き
る
組
み
合
わ
せ
で
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。 

 

当
日
は
ス
タ
ー
ト
時
の
気
温

が
４
度
と
厳
し
い
冷
え
込
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
コ
ー
ス
に
出

る
と
寒
さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
、
優

勝
を
目
指
し
た
熱
い
プ
レ
ー
と

真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
見
事
優
勝
に
輝

い
た
の
は
中
央
支
部
の
角
田
裕

紀
夫
さ
ん
で
し
た
。
ハ
ン
デ
を

う
ま
く
味
方
に
つ
け
て
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。 

 

ラ
ウ
ン
ド
終
了
後
の
表
彰
式

で
は
、
順
位
賞
に
加
え
、
参
加

し
た
本
部
役
員
４
名
か
ら
提
供

さ
れ
た
豪
華
役
員
賞
も
用
意
さ

れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
コ
ー
ス
で
の
待
ち
時

間
や
昼
食
時
に
は
、
各
支
部
の

現
場
状
況
や
業
務
内
容
、
制
度

に
関
す
る
話
題
な
ど
が
自
然
と

交
わ
さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
本
大
会
の
目
的
で
あ
る

「
支
部
間
交
流
」
を
実
感
で
き

る

一

日

と

な

り

ま

し

た
。 

 

今
後
も
こ
う
し
た
親
睦
行
事

を
通
じ
て
、
横
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
組
合
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加地議員とやる気満々の参加者 

資格審査発表をする坂倉副執行委員長 

加入 

乗合自動車運転士   有馬 幹人 

乗合自動車運転士   堀岡 裕誉 

乗合自動車運転士   澤田 優樹 

地下鉄保線技士    俊成 絃輝 

脱退 

運輸事務職員     児島 隆弘 

退職 

自動車整備技士    狩俣 元気    


